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９
月
27
日
（
日
）
、
元
寺
小
路
教
会

で
仙
台
中
央
地
区
６
教
会
合
同
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、
500
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。 

 

ミ
サ
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
委

員
長 

谷 
大
二
司
教
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
表
題
「
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た

を
友
と
呼
ぶ
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
15
参
照
）

か
ら
と
ら
れ
た
。 

 

ミ
サ
は
、
エ
メ
・
ボ
ル
デ
ュ
ッ
ク

神
父
の
主
司
式
で
中
央
地
区
担
当

司
祭
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
た
。
入

祭
の
歌
は
、「
ラ
ウ
ダ
ー
テ 

オ
ム
ネ

ス 

ジ
ェ
ン
テ
ス
（
す
べ
て
の
人

よ
）
」
が
ラ
テ
ン
語
で
歌
わ
れ
た
。

第
一
朗
読
は
ハ
ン
グ
ル
、
第
２
朗
読

は
タ
ガ
ロ
グ
語
、
福
音
は
日
本
語
で

読
ま
れ
、
説
教
で
は
、
エ
メ
神
父
が

日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
の
順
で
段
落
ご
と
に
分

け
て
話
さ
れ
た
。
ミ
サ
式
次
第
は
、

日
本
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
英
語
、
タ
ガ
ロ

グ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 

共
同
祈
願
は
、
六
カ
国
の
人
が
、
民

族
衣
装
を
着
て
自
分
の
国
の
こ
と
ば

で
唱
え
た
。 

 

奉
納
で
は
、
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
鉢
植
え
の
花
を
奉
納

し
祭
壇
の
周
り

を
飾
っ
た
。 

 

聖
体
拝
領
で

は
、「
ア
メ
イ
ジ

ン
グ 

グ
レ
イ

ス
」
が
、
各
国

語
で
歌
わ
れ
、
閉
祭
で
は
「
主
は
水
辺

に
立
っ
た
」
が
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語

で
歌
わ
れ
た
。 

「
ま
さ
に
普
遍
教
会
の
姿
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う

で
し
た
」
と
参
加
し
た
一
人
の
女
性
は

感
想
を
話
し
て
い
た
。 

 

仙
台
市
に
は
、
外
国
人
登
録
人
口
は
、

約
１
万
人
、
ア
ジ
ア
系
が
最
も
多
く
８

５
０
０
人
、
そ
の
う
ち
中
国
人
が
半
数

と
韓
国
が
３
分
の
１
を
占
め
、
次
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
が
400
人
と
多
い
。
北
米
は
約

600
人
の
う
ち
、
米
国
430
人
、
カ
ナ
ダ
120

人
、
他
と
な
っ
て
い
る
。
中
南
米
は
、

メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
等
で
、
計
140
人
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
530
人
、
ア
フ

リ
カ
120
人
と
な
っ
て
い

る
。
（
い
ず
れ
も
概
数
） 

 

信
徒
数
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
約
35
カ
国
の

信
徒
が
教
会
に
来
て
い

る
。 

 

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16

世
は
、
「
移
住
者
で
あ
り
、

『
異
邦
人
の
使
徒
』
で
あ
る

聖
パ
ウ
ロ
」
と
題
し
た
こ
の

日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
共

同
体
は
キ
リ
ス
ト
と
一

つ
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

隣
人
を
よ
り
気
遣
う
よ

う
に
な
り
、
批
判
、
軽
蔑
、

中
傷
を
慎
み
、
お
互
い
を

受
け
入
れ
合
う
こ
と
に

自
ら
を
解
き
放
つ
の
で

す
。
…
す
べ
て
の
人
が
区

別
や
差
別
を
す
る
こ
と
な
く
心
か
ら

兄
弟
愛
に
生
き
る
よ
う
に
」
と
、
聖
パ

ウ
ロ
の
模
範
に
倣
っ
て
文
化
や
言
語

の
壁
を
越
え
て
互
い
に
同
じ
父
の
も
と

に
兄
弟
と
し
て
愛
に
生
き
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
。 

▼
夏
の
暑
さ
が
収
ま
る
頃
に
な

っ
て
も
昔
の
よ
う
に
収
穫
を
感

謝
す
る
お
祭
り
の
賑
わ
い
な
ど

あ
ま
り
聞
こ
え
て
来
な
い
。
肌
寒

い
風
を
避
け
て
窓
を
閉
め
る
と

急
に
さ
び
し
さ
が
身
に
沁
み
て

く
る
。
▼
秋
に
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
誘

わ
れ
る
の
は
自
然
界
の
単
調
な
響
き
か

ら
来
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
音
も
な

く
降
る
秋
の
雨
は
軒
下
か
ら
し
ず
く
と

な
っ
て
響
く
。
ま
た
枯
葉
が
ち
ょ
っ
と
冷

た
く
な
っ
た
風
に
舞
っ
て
い
る
物
音
も

い
か
に
も
秋
ら
し
い
。
▼
こ
の
単
調
な
音

は
私
た
ち
の
心
を
深
く
す
る
。
か
っ
て
兵

庫
県
知
事
を
務
め
た
坂
本
勝
と
い
う
方

が
旧
制
二
高
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
畳

屋
丁
教
会
に
通
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

ん
だ
。
そ
こ
の
モ
ン
タ
グ
師
の
紹
介
で
秋

深
ま
り
か
け
た
頃
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
に
滞

在
す
る
経
験
を
し
た
。
日
中
は
誰
も
訪
ね

て
来
な
い
沈
黙
の
園
で
単
調
な
秋
雨
と

強
い
風
に
舞
う
枯
葉
の
音
だ
け
を
聞
い

て
い
た
。
夕
方
、
食
事
が
終
わ
っ
た
頃
決

ま
っ
て
岡
田
プ
ー
リ
エ
院
長
様
が
や
っ

て
く
る
。
そ
し
て
津
軽
湾
を
望
む
窓
か
ら

暮
れ
て
ゆ
く
景
色
を
二
人
で
黙
っ
て
眺

め
て
い
た
。
院
長
様
は
本
当
に
寡
黙
だ
っ

た
。
時
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
ポ
ツ
ン
と

「
夜
空
に
瞬
く
星
の
輝
き
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
よ
り
ず
っ
と
き
れ
い
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
う
。
一
日
中
静
寂
の
中
に
い

た
身
に
は
そ
の
言
葉
に
こ
こ
ろ
が
洗
わ

れ
る
様
だ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
▼
「
あ

な
た
の
天
を
、
あ
な
た
の
指
の
業
を
わ
た

し
は
仰
ぎ
ま
す
」（
詩
８
・
４
）
そ
し
て
思

う
「
人
と
は
何
者
な
の
で
し
ょ
う
」 （

守
） 

生命の泉
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毎
年
春
分
の
日
と
秋
分
の
日
の
２

回
開
催
さ
れ
る
宣
教
司
牧
評
議
会
が
、

９
月
23
日
（
秋
分
の
日
）、
教
区
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。 

 

今
回
の
議
題
は
、
①
今
年
度
の
仙

台
教
区
研
修
会
と
②
教
区
大
会
に
つ

い
て
。 

 

教
区
研
修
会
は
、
今
年
で
８
回
を

数
え
る
活
性
化
研
修
会
が
そ
の
名
称

を
「
教
区
研
修
会
」
と
し
、
一
歩
踏

み
出
し
た
形
で
「
教
区
の
現
状
理
解

と
積
極
的
な
協
力
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
性
や

そ
の
規
模
に
よ
っ
て
小
教
区
が
抱
え

る
問
題
は
様
々
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
、
仙
台
教
区
の
現
状
を
平
賀

司
教
の
講
話
と
資
料
か
ら
共
通
理
解

を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
方
向

性
を
そ
れ
ぞ
れ
の
県
ご
と
に
模
索
し

よ
う
と
い
う
方
法
で
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
賀
司
教

の
講
話
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

話
し
合
い
、
各
グ
ル
ー
プ
の
報
告
と

い
う
形
を
と
る
。 

 

教
区
大
会
は
、
２
０
１
１
年
に
仙

台
教
区
と
し
て
75
周
年
、
函
館
教
区

時
代
か
ら
120
年
を
数
え
る
の
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
教
区
の
歩
み
を
神
に
感

謝
し
、
神
の
恵
み
と
導
き
に
希
望
を

置
く
１
年
と
す
る
趣
旨
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

２
０
１
１
年
７
月
３
日
（
日
）
の

「
開
会
の
ミ
サ
」
か
ら
始
ま
り
、
２

０
１
２
年
７
月
１
日
（
日
）
の
「
閉

会
ミ
サ
」
で
終
わ
る
期
間
、
開
催
の

形
を
と
り
、
各
県
ご
と
の
集
い
や
、

教
区
内
の
諸
団
体
に
集
会
の
企
画
を

し
て
も
ら
い
、
教
区
内
各
地
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
予
定
。 

企
画
・
準
備
委
員
会
を
司

祭
評
議
会
か
ら
２
名
、
宣
教

司
牧
評
議
会
か
ら
２
名
、
修

女
連
か
ら
１
名
、
司
教
直
任

３
名
（
女
性
１
名
、
青
年
２

名
）
の
計
８
名
で
構
成
し
、

企
画
立
案
が
確
定
し
た
ら
、

実
行
委
員
会
に
移
行
す
る
こ

と
に
し
た
。 

教

区

司

祭

団

黙

想

会 

９
月
28
日
～
10
月
３
日 

 

毎
年
９
月
最
終
の
月
曜
日

か
ら
１
週
間
、
教
区
司
祭
団
恒

例
の
黙
想
会
が
開
か
れ
る
。
今

年
は
、
函
館
市
郊
外
の
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
に
16
名
が
集

い
、
大
院
長
吉
本
邦
彦
師

の
指
導
で
行
わ
れ
た
。 

 

師
は
、
今
年
９
月
23
日

に
祝
福
さ
れ
そ
の
任
に
就
い
た
ば

か
り
。
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
大
修
道
院

長
は
指
輪
・
ミ
ト
ラ
・
バ
ク
ル
ス(

牧

杖)

を
持
ち
司
教
職
と
同
等
の
権
限

を
持
っ
て
い
る
。 

ト
ラ
ピ
ス
ト
は
６
世
紀
の
聖
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

戒
律
を
守
っ
て
、
25
・
6
人
の
修

道
士
が
「
祈
り
か
つ
働
け
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
沈
黙
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
。 

「
さ
あ
、
あ
な
た
が
た
だ
け
で

人
里
離
れ
た
所
へ
行
っ
て
、
し
ば

ら
く
休
む
が
よ
い
」（
マ
ル
コ
６
・
31
）

と
言
わ
れ
た
主
の
み
こ
と
ば
を
あ

り
が
た
く
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

２
０
１
１
年
仙
台
教
区
大
会
開
催
決
ま
る 

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
か
ら

「仙台教区大会に向かう準備の一つ 
司教 マルチノ平賀徹夫

「だれよりもまず司教および司祭、それから神の民全

体に、すなわち兄弟姉妹の皆様に申し上げます。『すべての民を

わたしの弟子にしなさい（マタイ28：19）』というキリストから委

ねられた宣教の任務を、一人ひとりの中で一層強く意識してくだ

さい」――これは今年の「世界宣教の日」の教皇様のメッセージ

冒頭の言葉です。この「キリストから委ねられた宣教の任務」と

いう言葉を目にしたとき、「そうだ、確かにこれを一層強く意識

する必要があるんだよな」と、あらためて思わされました。それ

も「世界宣教の日」だけでなく毎日のことだ、と。でも同時に、

どのように表せばいいのだろう、どのように表すことができるだ

ろう、とも。内向きではなく世界に向けて。 
先日、堅信式である教会を訪問したとき、ミサ後の茶話会で一

人のご年配の方が「昔は、信者は皆で、一軒一軒家庭訪問して教

会を宣伝したり、人を教会に連れてきて神父様に紹介したりした

ものだが、今はその熱心さがすっかり無くなったようだ」と言わ

れました。確かにそのようで、たとえば「エホバの証人」の人た

ちにお株を奪われてしまったようです。そしてその訪問は迷惑が

られているように聞こえてくるものだから、こちらは引いてしま

ったということかもしれない。それでは、わたしたちはキリスト

者の任務をどのような仕方で果たしていったらよいのか。これは

いつまでもわたしたちの話し合いの大きなテーマであり続ける

でしょう。 
わたしたちの教区が「仙台教区」という今の名称となってから

７５年、その前の「函館教区」設立の時（１８９１年）から数え

ると１２０年という時を迎えるのを機に、２０１１年に教区大会

を開くことが計画されています。この教区大会が、共に「キリス

トから委ねられた宣教の任務を一層強く意識する」時、そしてそ

の意識を持って新しく一歩を踏み出す大きな恵みの時となるよ

うに準備したいものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11･

12
月 

 

11･

2
～
3
部
落
差
別
人
権
委
全
国
会
議
（
東
京
） 

6
～
7 

東
北
カ
ト
校
教
育
研
修
会
（
仙
台
） 

8
㊐ 

岩
手
沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
交
流
会
（
遠
野
） 

9
㊊ 

男
女
修
道
会
・
教
区
協
働
研
修
（
大
宮
） 

10
㊋ 

司
祭
評
・
定
例
会
、
司
祭
団
役
員
会 

12
㊍ 

教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

13
㊎  

磐
梯
町
・
雪
の
聖
母
修
道
院 

15
㊐ 

教
区
研
修
会
・
郡
山 

16
㊊ 

部
落
差
別
人
権
委 

定
例
会 

17
～
20
日
韓
司
教
交
流
会
（
大
阪
） 

22
㊐ 

福
島
カ
ト
リ
ッ
ク
グ
ロ
リ
ア
会
20
周
年 

（
い
わ
き
） 

23
㊊ 

仙
塩
地
区
青
年
会
黙
想
会 

28
㊏ 

社
会
司
教
委
員
会
名
古
屋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

30
～
12
・
1 

司
祭
の
つ
ど
い 

12･

5
～
6
㊏
み
言
葉
を
深
く
味
わ
う
黙
想
会 

10
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

13
㊐ 

教
区
研
修
会
・
青
森 

24
㊍ 

主
の
降
誕
（
元
寺
小
路
教
会
） 

25
㊎  

主
の
降
誕
（
元
寺
小
路
教
会
） 

司
教
日
程
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日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
学
会
（
田
畑

邦
治
会
長
）
第
33
回
全
国
大
会
が
「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
育
に
お
け
る
〈
連
携
〉
の

可
能
性
を
探
る
─
─
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
再
確
認
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
９
月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）
、

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
【
写
真
】
（
仙
台

市
泉
区
本
田
町
）
お
よ
び
仙
台
白
百
合

学
園
中
学
・
高
等
学
校
（
仙
台
市
泉
区

紫
山
）
の
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
が
存
続
の
危
機
を
感

じ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め

て
カ
ト
リ
ッ
ク
校
が
提
供
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
育
と
は
何
か
、
１
校
単
独
で

苦
し
む
の
で
は
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
と
し
て
の
連
携
が
模
索
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
─
─
こ
う
し
た
意

識
か
ら
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
連
携

と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と

に
こ
の
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

４
日
（
金
）

夕
方
は
裁

判
員
制
度

を
め
ぐ
る

問
題
を
含

め
た
３
つ

の
テ
ー
マ

に
分
か
れ

て
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
、
５
日
（
土
）
は
仙
台
白

百
合
女
子
大
学
１
号
館
に
て
、
森
一
弘

司
教
に
よ
る
基
調
講
演
、
午
後
に
７
件

の
研
究
発
表
と
活
発
な
質
疑
応
答
、
学

生
会
館
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
（
海
の
星
）
に

て
懇
親
会
。
仙
台
名
物
牛
タ
ン
を
は
じ

め
三
陸
の
海
の
幸
に
参
加
者
が
舌
鼓

を
打
つ
な
か
、
土
倉
相
氏
（
仙
台
白
百

合
学
園
中
学
・
高
等
学
校
教
頭
）
と
原

田
雅
樹
神
父
O.

P.
（
仙
台
白
百
合
女

子
大
学
）
が
フ
ル
ー
ト
演
奏
を
披
露
。 

 

６
日
（
日
）
は
仙
台
白
百
合
学
園
中

学
・
高
等
学
校
に
会
場
を
移
し
、
大
会

テ
ー
マ
の
下
で
、
佐
々
木
哲
夫
氏
（
東

北
学
院
大
学
教
授
、
日
本
基
督
教
団
正

教
師
）
、
阿
部
和
彦
氏
（
仙
台
白
百
合

学
園
中
学
・
高
等
学
校
教
頭
）
、
佐
井

総
夫
氏
（
青
森
明
の
星
中
学
・
高
等
学

校
教
諭
、
本
町
教
会
信
徒
）
、
細
渕
誠

一
氏
（
つ
く
し
の
会
児
童
合
唱
団
代

表
・
仙
南
合
唱
連
盟
理
事
長
、
大
河
原

教
会
信
徒
）
の
４
名
の
方
々
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

大
会
全
体
を
通
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク

学
校
の
危
機
に
対
す
る
「
特
効
薬
」
が

得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、

森
司
教
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
奉
職

す
る
教
職
員
の
た
め
の
養
成
塾
」
は
一

つ
の
方
向
性
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

で
あ
る
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て

カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
の
可
能
性
と
豊
か

さ
を
広
げ
て
い
く
希
望
が
見
出
せ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

大
会
最
後
は
、
多
く
の
大
会
参
加
者

が
聖
堂
に
集
ま
り
、
平
賀
徹
夫
司
教
と

高
祖
敏
明
上
智
学
院
理
事
長
ら
学
会

員
の
司
祭
た
ち
と
の
共
同
司
式
に
よ

る
歌
ミ
サ
。
こ
の
ミ
サ
の
な
か
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
と
連
携
の
源
泉
を
、
お
互
い
に

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
平
賀
司
教
に

は
全
日
程
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
を
考
え
て
い

く
者
に
は
大
き
な
励
み
で
し
た
。
参
加

者
総
数
は
昨
年
度
大
会
（
於
・
南
山
大

学
）
の
80
数
名
を
上
回
る
総
数
99
名

で
し
た
。
（
東
仙
台
教
会 

宮
崎 

正
美
） 

 
 

江
戸
時
代
の
初
期
、
多
く

の
殉
教
者
を
出
し
た
岩
手

県
藤
沢
町
大
籠
と
、宮
城
県

東
和
町
米
川
は
、仙
台
教
区

の
み
な
ら
ず
日
本
の
教
会

に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の

な
い
信
仰
の
遺
産
の
地
。次

の
時
代
に
こ
の
殉
教
の
地

の
歴
史
と
信
仰
を
残
し
た

い
と
有
志
た
ち
が
立
ち
あ

が
っ
た
。 

 

10
月
４
日
（
日
）
午
後

３
時
半
、大
籠
教
会
の
聖
堂

に
信
徒
と
現
地
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

た
20
数
名
は
、
平
賀
司
教
と
共
に
ミ
サ

を
さ
さ
げ
、
「
殉
教
地
大
籠
を
守
る

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。 

 

今
か
ら
お
よ
そ
15
年
前
、
車
で
の

旅
行
の
途
中
、
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た

北
仙
台
教
会
の
信
徒
夫
妻
は
、
こ
の
地

の
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
る
一
方
、
大

籠
教
会
が
無
人
化
し
草
が
生
い
茂
っ

て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
。
近
く
の
教

会
の
司
祭
、
一
本
杉
の
３
名
の
信
者
仲

間
と
共
に
教
会
内
部
の
清
掃
や
周
辺

の
草
刈
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年

に
２
・
３
回
定
期
的
に
大
籠
教
会
を
訪

ね
、
教
会
周
辺
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
隠

れ
て
ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
い
た
と
言
わ

れ
る
洞
窟
ま
で
の
林
道
の
草
刈
り
を

続
け
た
。
現
地
の
人
や
、
大
籠
キ
リ
シ

タ
ン
歴
史
館
の
館
長
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
案
内
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
も

交
流
が
深
ま
り
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
は

仙
台
の
信
者
仲
間
が
協
力
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
思
い
の
輪
が
広
が
っ
て

い
っ
た
。 

し
か
し
、
個
人
的
な
活
動
で
は
限
界

が
あ
り
、
傷
み
の
進
ん
だ
教
会
の
修
復

に
は
、
そ
れ
な
り
の
資
金
も
必
要
に
な

る
、
仙
台
教
区
の
承
認
も
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
回
こ
の
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

会
は
、
平
賀
徹
夫
司
教
を
最
高
顧
問

に
迎
え
、
顧
問
・
高
橋 

昌
神
父
、
会

長 

佐
野
督
郎(

北
仙
台
教
会) 

副
会

長 

佐
藤
憲
一(

米
川
教
会)

と
事
務
局

長
・
幹
事
12
名
、
事
務
局
を
Ｎ
Ｐ
O
法

人 

萌
友
内
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２
‐
７
１

９
‐
９
１
１
７  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
‐

７
１
９
‐
９
１
１
８
）
に
置
く
な
ど
、

活
動
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
会
則
も
決

め
ら
れ
た
。 

平
賀
司
教
は
、
ミ
サ
の
中
で
、「
教

会
法
で
は
、
信
徒
が
教
会
を
支
え
る
た

め
に
こ
の
よ
う
な
会
を
つ
く
る
こ
と

を
認
め
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。 

会
で
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
方
を
会

員
と
し
て
募
り
、
活
動
に
参
加
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
学
会
仙
台
で
開
催

仙台教区の殉教の遺産を大切に
「殉教地大籠を守る会」発足



（４）

 地球は水不足です 

  水不足による被害で地球の４分の１の

人が苦しんでいます。不衛生な水しか得られない

ため、毎年２００万人以上の子どもが死亡してい

ます。水を巡る国際紛争も起きています。 
 日本は水道をひねればすぐに水が出てきて飲

むことが出来ます。それでももっと上質の水を求

め、石油より高価なペットボトルの水を輸入して

います。 
 日本は農作物を輸入することでも、外国の畑で

大量の水を消費している。 
 「神のたまものである水は生存に不可欠です。

すべての人が、水に対する権利を持っている」の

です。（教会の社会教説 484）「いのちの重要性と

人間の権利と尊厳」（同）を大切にするためにも

“もったいない”の精神で、水を大事に使いまし

ょう。（Sr.相良） 
地球を大事にする会 

 

ロ
ゴ
ス
研
究

所
主
催
の
講
演

会
が
７
月

12

日
（
日
）
、
北

仙
台
教
会
信
徒

ホ 
 

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。 

講
師
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
司
祭
で
仙

台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
の
原
田

雅
樹
師
【
写
真
】
。 

 

今
年
は
「
世
界
天
文
年
」
で
、
イ
タ

リ
ア
の
科
学
者
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

が
初
め
て
望
遠
鏡
を
夜
空
に
向
け
、
宇

宙
へ
の
扉
を
開
い
た
１
６
０
９
年
か

ら
400
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
話
題
提
供
と
な
っ
た
。 

 

ガ
リ
レ
オ
以
降
の
近
代
科
学
は
科

学
と
倫
理
（
哲
学
）
が
分
化
し
、
「
目

的
に
向
か
う
意
味
」
を
喪
失
し
た
。 

今
後
、
世
界
に
ど
の
よ
う
に
意
味
を

つ
く
っ
て
い
く
の
か
。
現
代
に
お
け
る

科
学
の
意
味
を
問
う
た
め
に
も
、
も
う

一
度
ガ
リ
レ
オ
に
向
き
合
い
、
そ
の
核

心
と
な
る
「
ガ
リ
レ
オ
の
自
然
観
」
が

誕
生
す
る
ま
で
の
経
緯
を
、
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
の
「
人
間
の
条
件
」
を
資

料
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
た
。 

 
｢

自
然
と
は
何
か｣

。
日
本
人
に
と
っ

て
は
、
野
原
や
景
色
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

た
り
、
「
自
ら
」
と
か｢

あ
り
の
ま
ま｣

等
の
こ
と
ば
が
浮
か
ぶ
が
、
日
本
と
西

洋
の
自
然
観
に
は
相
違
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
日
本
に｢

自
然
主
義｣

文
学

が
入
っ
て
き
た
と
き
、
私
生
活
を
さ
ら

け
だ
す
意
味
に
と
ら
え
ら
れ
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
ゾ
ラ
が
目
指
し
た
の
は
、
自
然

科
学
を
取
り
入
れ
た
自
然
文
学
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
（
自
然
科
学
を
前
提
に

理
解
し
て
い
た
と
し
て
、
森
鴎
外
の
名

は
あ
げ
ら
れ
る
が
）
。 

 

こ
う
し
た
西
欧
の
自
然
観
の
背
景

に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
中
世
に
い

た
る
自
然
観
が
あ
る
。 

ガ
リ
レ
オ
以
前
の
中
世
の
自
然
観

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
哲
学
に

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
フ
ィ
ジ
ス

(physis)

の
訳
語
で
あ
る
ラ
テ
ン
語

の
ナ
ト
ゥ
ー
ラ(natura)
は｢

本
性｣

と
訳
さ
れ
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
自
然
と

し
て
用
い
て
い
る
こ
と
ば
ネ
イ
チ
ャ

ー
（nature

）
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
中
に
は
、
人
間
が

い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
倫
理
的
な

問
い(why)

と
、
ど
の
よ
う
に(how)

と
い
う
事
実
を
問
う
科
学
的
問
題
が

包
括
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
一
つ
の

問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
価

値
問
題
と
事
実
問
題
が
分
断
さ
れ
て

い
く
。
そ
の
分
岐
点
が
ガ
リ
レ
オ
な
の

で
あ
る
。
科
学
と
倫
理
（
哲
学
）
を
分

化
さ
せ
た
起
源
が
ガ
リ
レ
オ
の
自
然

観
に
あ
る
。 

 

ガ
リ
レ
オ
の
自
然
観
と
は
、｢

自
然

法
則
が
数
学
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
に
あ
る
。 

「
哲
学
は
目
の
前
の
自
然
（
宇
宙
）
と

い
う
大
き
な
書
物
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
書
物
は
数
学
と
い
う
言
語
で
書

か
れ
て
い
る
。
そ
の
文
字
は
三
角
形
、

円
、
そ
の
他
の
幾
何
学
的
図
形
で
あ
っ

て
こ
れ
ら
の
手
段
が
な
け
れ
ば
、
人
間

の
力
で
は
そ
の
言
葉
を
理
解
で
き
な

い
」
と
い
う
ガ
リ
レ
オ
の
考
え
方
で
あ

る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
そ
れ
以
前
に

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
や
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
ガ
リ

レ
オ
は
先
駆
者
た
ち
の
説
を
「
確
証
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
に
は
霊
感

に
よ
っ
て
得
た
思
弁
に
す
ぎ
な
か
っ

た
も
の
を
立
証
可
能
な
事
実
と
し
て

提
出
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
中
世
以
来
の
人
間
中
心

の
自
然
観
を
打
破
し
て
、
ガ
リ
レ
オ
の

自
然
観
は
哲
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
く
。
物
理
学
の
生
み
の
父
で
も
あ

る
ガ
リ
レ
オ
は
、
実
験
科
学
者
で
あ
る

と
同
時
に
自
然
現
象
を
理
想
化
、
理
念

化
し
つ
つ
、
そ
れ
を
数
学
と
い
う
手
段

を
用
い
て
成
功
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

 
一
方
、
自
然
と
精
神
の
二
元
論
、

及
び
科
学
の
記
号
化
・
シ
ン
ボ
ル
化

を
引
き
お
こ
し
た
ガ
リ
レ
オ
の
自
然

科
学
と
幾
何
学
は
デ
カ
ル
ト
の
解
析

幾
何
学
と
哲
学
に
影
響
を
与
え
、
デ

カ
ル
ト
は
近
代
哲
学
の
父
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ガ
リ
レ
オ
、
デ
カ
ル
ト

以
降
は
「
～
の
た
め
に
」
と
い
う
目

的
論
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ま

で
人
間
中
心
で
あ
っ
た
宇
宙
は
意
味

を
も
っ
て
い
た
が
、
目
的
論
を
失
っ

た
。
「
目
的
論
を
失
う
こ
と
」
が
当

時
の
教
会
の
恐
れ
で
あ
っ
た
。
ガ
リ

レ
オ
以
後
の
理
論
は
機
械
的
な
因
果

関
係
の
説
明
で
展
開
し
て
い
く
。 

物
理
学
を
専
門
と
す
る
原
田
師
の

展
開
は
難
解
な
内
容
に
も
思
え
た
が
、

９
・
11
、
日
本
初
の
無
人
補
給
機
Ｈ

Т
Ｖ
の
打
ち
上
げ
に
も
連
動
す
る
内

容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
科
学
に
依
存

し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
た
技
術
に
よ

っ
て
、
自
然
が
作
り
変
え
ら
れ
、
宇
宙

の
原
理
が
地
球
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
で
、
人
間
の
生
き
て
い
く
地
球
環
境

と
い
う
条
件
か
ら
人
間
自
身
が
疎
外

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
ユ
ダ
ヤ

人
の
女
性
政
治
学
者
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ

ン
ト
（
フ
ッ
サ
ー
ル
の
孫
弟
子
）
の
こ

と
ば
が
響
い
て
く
る
。 

 

最
近
、
教
会
が
地
球
環
境
問
題
の
指

針
を
提
示
し
た
「
教
会
の
社
会
教
説
」

の
方
向
性
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
も
な

っ
た
講
演
で
あ
っ
た
。 

（
聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
会 

 
 

Sr
．
佐
藤 

廣
子
）  

平
賀
徹
夫
司
教
は
、
10
月
１

日
付
で
、
仙
台
教
区
司
祭
人
事

異
動
を
発
表
し
た
。 

福
島
県 

田
中 

丈
夫 福

島
県
南
協
力 

（
前
任
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
） 

な
お
、
住
居
は
須
賀

川
教
会 

  

併
せ
て
、
岩
手
県
の
教
会
各
地
を
司

牧
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
ヨ
セ
フ
・
フ
ー

ゲ
ン
ト
ブ
レ
ル
師
（
ベ
ト
レ
ヘ
ム
宣
教

会
）
は
ス
イ
ス
へ
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ヨ
セ
フ
師
の
今
後

の
生
活
に
神
様
の
豊

か
な
お
恵
み
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。  

近
代
に
お
け
る
自
然
概
念
の
誕
生
と
ガ
リ
レ
オ

世
界
天
文
年
ガ
リ
レ
オ
400
周
年
に
際
し
て 

 

原
田 

雅
樹

講演要旨

司祭異動



 
（５） 

 

９
月
21
日
（
月
）
、
仙
台
市
宮
城

野
区
光
が
丘
に
あ
る
ラ
・
サ
ー
ル
修

道
院
で
平
賀
徹
夫
司
教
の
指
導
の

も
と
黙
想
会
を
開
催
、

仙
塩
地
区
各
教
会
か

ら
33
名
の
壮
年
が
参

加
し
た
。 

 

修
道
院
の
聖
堂
で

行
わ
れ
た
黙
想
は

【
写
真
】
、
聖
歌
「
私

た
ち
は
神
の
民
、
そ

の
牧
場
の
群
れ
」
で

始
ま
っ
た
。 

 

平

賀

司

教

は

、

「
私
た
ち
は
、
神
か
ら

呼
ば
れ
た
、
呼
ん
で
い

た
だ
い
た
群
れ
で
す
。

神
か
ら
の
呼
び
か
け
が
、
ペ
ト
ロ
や
、

パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
劇
的
な
出
来
事

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

何
の
た
め
に
呼
ば

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
信

徒
使
徒
職
の
た
め
、
福

音
を
告
げ
知
ら
せ
る

た
め
で
す
。
私
た
ち
は
、

そ
れ
を
義
務
と
し
て

で
は
な
く
、
神
の
望
み

が
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、

せ
ざ
る
を
得
な
い
気

持
ち
の
表
れ
と
し
て

努
力
し
ま
す
。 

 

私
の
力
で
は
な
く
、
聖
霊
の
力
に

導
か
れ
て
働
く
の
で
す
。 

 

教
会
憲
章
は
、
「
教
会
は
、
キ
リ

ス
ト
に
お
け
る
秘
跡
、
全
人
類
の
神

と
の
親
密
な
交
わ
り
の
道
具
で
あ

る
」
と
教
会
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

教
会
は
、
社
会
の
中
で
、
神
と
の
交

わ
り
の
『
し
る
し
』
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

神
様
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
も

の
と
し
て
、
互
い
に
力
を
出
し
合
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
励
ま
し
た
。 

 

説
教
の
後
、
各
自
聖
堂
や
、
ラ
・

サ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど

で
黙
想
し
、
神
と
の
対
話
の
時
を
過

ご
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
「
仙
台
教
区
の
現

状
を
知
り
、
将
来
に
向
け
て
考
え
よ

う
」
と
、
仙
台
教
区
の
信
徒
数
の
推

移
や
、
教
会
の
収
入
・
支
出
状
況
、

仙
台
市
内
の
信
徒
分
布
図
、
な
ど
グ

ラ
フ
化
さ
れ
た
資
料
を
見
な
が
ら
、

資
料
を
作
成
し
た
山
田
務
氏
（
畳
屋

丁
教
会
）
の
説
明
を
聞
き
、
話
し
合

っ
た
【
写
真
右
】
。 

 
 

特
に
、
信
徒
の
高
齢
化
と
司
祭
の

減
少
が
話
題
と
な
っ
た
。 

青
年
層
を
育
て
る
こ
と
の
必
要

性
や
、
定
年
を
迎
え
仙
台
に
戻
っ
て

き
た
人
や
、
第
二
の
人
生
を
教
会
活

動
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
人
の

取
り
込
み
を
考
え
よ
う
な
ど
と
話

し
合
っ
た
。 

 
 

司
祭
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
確
か

に
憂
慮
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、

世
界
的
な
視
野
で
見
れ
ば
、
司
祭
ひ

と
り
が
何
千
人
の
信
徒
を
司
牧
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
も

あ
り
、
数
だ
け
で
判
断
は
で
き
な
い

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る

方
だ
と
も
い
え
る
。 

 
 

司
祭
に
は
、
司
祭
で
な
け
れ
ば
出

来
な
い
ミ
サ
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
に
専

念
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
信
徒
が
出

来
る
こ
と
は
信
徒
が
役
割
を
分
担

し
て
受
け
持
つ
よ
う
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
話
が
及
ん
だ
。 

 
 

司
教
か
ら
、
「
壮
年
の
方
々
で
、

そ
れ
ぞ
れ
社
会
の
な
か
で
ど
ん
な

専
門
性
を
も
っ
て
活
躍
さ
れ
た
か
、

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ど
ん

な
仕
事
を
誰
に
お
願
い
し
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
情
報
が
欲
し
い
」
と

の
要
望
も
あ
り
、
こ
う
し
た
情
報
を

集
約
す
る
必
要
性
を
確
認
し
た
。 

 
 

黙
想
会
は
ミ
サ
を
も
っ
て
終
了

し
、
そ
の
後
、
希
望
者
参
加
の
夕
食

会
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て

司
教
を
囲
み
忌
憚
の
な
い
意
見
交

換
と
な
っ
た
。 

 
 

多
く
の
課
題
が
提
示
さ
れ
、
各
自

の
立
場
で
神
に
招
か
れ
た
者
と
し

て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
考
え
、
勇
気
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た

一
日
で
あ
っ
た
。 

     

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
院
食
堂
の
マ
リ
ア
像 

招
か
れ
た
者
の
責
任
を
考
え
る 

仙
台
カ
ト
リ
ッ
ク
壮
年
の
会
黙
想
会 

後
、
自
分
の
病
気
を
打
ち
明
け
た
と
き
「
人

を
み
て
つ
き
あ
っ
て
る
ん
だ
」
と
言
っ
て

く
れ
る
人
が
い
た
こ
と
に
救
わ
れ
た
そ
う

で
す
。 

も
う
ひ
と
り
の
方
は
「
今
で
も
自
分
の
名

前
を
出
す
の
が
怖
い
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
れ
る
の
が
嫌
で
、
親

し
く
な
る
前
に
距
離
を
と
っ
て
し
ま
う
」
。

在
園
80
年
に
な
る
方
は
「
姪
や
甥
が
近

く
に
い
る
が
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
も
、
こ

の
病
気
の
こ
と
も
話
せ
な
い
。
田
舎
に
帰

っ
た
と
き
、
み
な
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
弟

と
だ
け
話
し
ま
す
」
。  

 

参
加
者
の
「
病
気
が
人
を
傷
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
人
が
傷
つ
け
る
の
だ
と
、
感

じ
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

（
仙
台
教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

 

御
供 

真
人
）

  

国
に
よ
り
強
制
的
に
隔
離
さ
れ
苦
し

め
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患
者
が

暮
ら
す
国
立
療
養
所
多
摩
全
生
園
を

会
場
に
９
月
12
・
13
日
に
行
わ
れ

た
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
り
た
い
青
年
交

流
会
」
に
御
供
、
芳
賀
の
両
名
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
５
月
に
鹿
児
島
で
開

催
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
（
教

区
報
188
号
を
ご
覧
下
さ
い
）
青
年
学

生
部
会
が
主
催
し
て
い
る
会
で
、
今
年

で
５
回
目
。
北
海
道
や
三
重
県
な
ど
か

ら
、
10
～
30
代
の
約
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

初
日
は
園
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。 

以
前
は
警
察
Ｏ
Ｂ
の
見
張
り
役
が
い

て
入
所
者
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
図
書
館
は
、
元
患
者
が
資 

料
を
集
め
て
つ
く
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
研
究
者
は
か
な
ら
ず
こ
こ
に
来

る
そ
う
で
す
。
教
会
や
お
寺
が
集
ま
る

エ
リ
ア
も
あ
り
、
宗
教
は
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
一
方
で
、
隔
離
さ
れ
、
差

別
さ
れ
る
現
状
を
た
だ
受
け
入
れ
、
許

し
な
さ
い
と
、
傷
つ
け
ら
れ
た
人
が
傷

つ
い
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
か
、
と
の
話
し
も
あ
り
ま

し
た
。 

二
日
目
は
療
養
所
か
ら
社
会
復
帰
さ

れ
た
退
所
者
の
方
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。 

ひ
と
り
は
、
小
学
６
年
生
の
と
き
に

病
気
が
分
か
り
、
担
当
の
先
生
か
ら
、

竹
の
棒
で
突
か
れ
な
が
ら
「
帰
れ
」

「
何
も
触
る
な
」
と
学
校
か
ら
追
い
立

て
ら
れ
、
机
も
椅
子
も
燃
や
さ
れ
て
な

く
な
っ
て
い
た
と
か
。
社
会
に
出
た

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る
① 



 
（６）

岩

手

県
 
 

二
戸
教
会 

 

二
戸
教
会
50
周
年
記
念
ミ
サ 

９
月
20
日
（
日
）
晴
天
の
下
、
岩

手
県
二
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
設

立
50
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。 

二
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
木
造
一

部
二
階
建
て
の
小
さ
な
教
会
で
す
。 

記
念
ミ
サ
は
平
賀
徹
夫
司
教
の
主

司
式
に
よ
り
、
梅
津
明
生
神
父
、
ミ
ゲ

ル
神
父
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
た
。 

16
畳
ほ
ど
の
小
さ
な
和
室
の
聖
堂

は
県
内
外
か
ら
お
祝
い
に
来
ら
れ
た

55
人
の
お
客
様
で
満
杯
に
な
っ
た
。 

ミ
サ
後
は
お
弁
当
を
囲
ん
で
の
懇

談
会
、
そ
し
て
二
戸
教
会
の
故
シ
ュ
ト

ル
ム
神
父
の
功
績
を
偲
ん
で
、
神
父
が

植
え
た
ス
イ
ス
の
樹
木
が
あ
る
二
戸

大
平
球
場
周
辺
の
シ
ュ
ト
ル
ム
ロ
ー

ド
を
散
歩
し
た
。 

こ
の
日
の
た
め
二
戸
で
は
１
年

も
前
か
ら
、
教
会
敷
地

の
環
境
整
備
担
当
、
当

日
７
キ
ロ
の
お
漬
物

作
り
担
当
、
会
計
庶
務

担
当
等
々
、
献
身
的
準

備
に
励
ん
だ
。 

司
教
様
を
は
じ
め
神

父
様
方
、
そ
し
て
お
祝

い
下
さ
っ
た
皆
様
に

感
謝
。 

（
ノ
ト
ブ
ル
ガ
斉
藤
） 

二
戸
教
会
50
周
年
ミ
サ
に
参
加 

四
ツ
家
・
志
家
教
会
の
方
々

と
共
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
二
戸
教

会
へ
。 

二
戸
教
会
は
、
植
物
の
絵
、
聖
歌

の
作
曲
、
植
林
な
ど
で
知
ら
れ
た
故

シ
ュ
ト
ル
ム
師
の
お
ら
れ
た
教
会

で
、
道
中
は
師
と
親
交
の
あ
っ
た
黒

沢
勉
氏
の
リ
ー
ド
で
、
師
の
作
曲
さ

れ
た
聖
歌
を
い
く
つ
も
歌
い
、
ま
た

師
と
黒
沢
氏
と
の
関
わ
り
な
ど
の

話
題
で
、
退
屈
す
る
暇
も
な
く
二
戸

に
着
く
。
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
木
像
が

立
ち
、
大
き
な
実
の
付
い
た
ウ
バ
ユ

リ
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

平
賀
司
教
は
説
教
で
、
50
年
を
な

ぜ
祝
う
の
か
に
つ
い
て
、
レ
ビ
記
に

「
主
は
モ
ー
ゼ
に
仰
せ
に
な
っ
た
、

50
年
目
の
年
を
祝
え
、
解
放
を
祝

え
」
と
書
い
て
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

こ
ん
な
深
い
所
に
起
源
が
あ
っ
た

の
か
と
感
心
。
ま
た
、

教
会
は
何
の
た
め
に

あ
る
か
に
つ
い
て
、

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会

議
で
、｢

教
会
と
は
神

と
の
交
わ
り
と
全
人

類
の
一
致
の
道
具｣

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
目

的
に
進
ん
で
い
こ
う

と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。 

 

マ
リ
ア
像 

門
に
待
ち
た
る
教
会
の 

 
 
 

五
十
年
祭
慎
ま
し
か
り
き 

（
盛
岡
上
堂
教
会 

田
畑
建
司
） 

岩

手

県

 
 

四
ツ
家
教
会 

東
仙
台
教
会
へ
の
巡
礼 

 

10
月
４
日
、
マ
ル
コ
神
父
を
団
長

と
す
る
四
ツ
家
教
会
の
巡
礼
団
31

名
は
、
盛
岡
を
出
発
し
黄
金
色
に
輝

く
田
園
風
景
を
見
な
が
ら
東
北
道

を
南
下
、
巡
礼
先
の
東
仙
台
教
会
に

到
着
し
た
。
急
勾
配
の
階
段
を
登
る

と
教
会
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
た
。
光
に
満

ち
た
明
る
い
教
会
、

履

き

替

え

な

し 

で
し
か
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
計
に
な

っ
て
い
た
こ
と
に

感
動
。 

 
初
め
に
、
佐
藤

教
会
委
員
長
の
歓

迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
我
々
巡
礼

団
の
た
め
に
作
成
し
た
資
料
に
基

づ
い
て
教
会
組
織
や
各
部
門
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
役
員
や
担
当
部

長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
司
祭
に
頼

ら
ず
自
分
達
で
教
会
を
運
営
し
て

き
た
歴
史
を
感
じ
、
司
祭
や
常
勤
の

事
務
職
員
に
頼
っ
た
教
会
運
営
か

ら
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
四
ツ

家
教
会
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な

っ
た
。 

 

マ
ル
コ
神
父
司
式
に
よ
る
ミ
サ

の
後
、
梅
津
神
父
も
合
流
し
教
会
で

昼
食
、
美
味
し
い
手
づ
く
り
の
み
そ

汁
や
果
物
、
コ
ー
ヒ
ー
も
添
え
て
い

た
だ
い
た
。
食
後
は
３
班
に
分
け
て

東
仙
台
教
会
の
方
が
引
率
し
て
司

教
館
、
司
祭
の
家
、
オ
タ
ワ
愛
徳
修

道
院
、
ラ
・
サ
ー
ル
会
修
道
院
を
回

っ
た
。
モ
ダ
ン
な
建
築
の
オ
タ
ワ
愛

徳
修
道
院
、
ラ
・
サ
ー
ル
会
修
道
院
、

司
教
館
は
梅
津
神
父
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
立
ち
去
り

が
た
く
予
定
時
間
を
オ

ー
バ
ー
。 

司
祭
の
家
で
は
盛
岡

に
縁
の
あ
る
鷹
觜
神
父

に
お
会
い
で
き
た
。
つ

ぎ
に
、
バ
ス
で
移
動
し

て
、
善
き
牧
者
愛
徳
の

聖
母
修
道
院
を
訪
問
。

こ
こ
で
も
暖
か
い
笑
顔

に
迎
え
ら
れ
た
。 

 

最
後
の
巡
礼
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク

鶴
ヶ
谷
墓
地
は
小
高
い
丘
に
あ
り

遠
く
海
が
見
え
る
素
晴
ら
し
い
環

境
。
マ
ル
コ
神
父
に
お
祈
り
を
し
て

い
た
だ
き
、
聖
歌
「
い
つ
く
し
み
ふ

か
き
」
を
歌
い
、
持
参
し
た
花
を
司

祭
、
各
修
道
会
、
兄
弟
姉
妹
、
無
縁

の
墓
に
捧
げ
た
。 

兄
弟
姉
妹
の
墓
は
こ
れ
か
ら
の

墓
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。 

（
湯
口
靖
彦
） 

路
上
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
偲
ぶ
会 

 

ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
萌
友
（
芳
賀
ヒ

ロ
子
理
事
長
）
で
は
９
月
23
日
（
水
）

北
仙
台
教
会
で
、
路
上
な
ど
で
亡
く
な

ら
れ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
仲
間
11
名
の
追

悼
式
を
行
っ
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
ラ
ト

ゥ
ー
ル
神
父
司
式
で
追
悼
ミ
サ
が
行
わ

れ
、
36
名
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
と
協

力
者
を
合
わ
せ
て
60
名
が
参
列
し
た
。 

 

ミ
サ
の
な
か
で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

全
員
が
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
司
祭
か

ら
祝
福
を
受
け
た
。 

 

今
年
亡
く
な
っ
た
２
名
の
う
ち
、
Ｋ

さ
ん
は
、
バ
イ
パ
ス
の
橋
げ
た
下
で
小

屋
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
梅
田
川
の

河
川
敷
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
て
い
る
の

を
通
行
人
に
発
見
さ
れ
た
。
遺
体
の
引

き
取
り
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
仙
台

市
の
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

 

ア
パ
ー
ト
で
急
死
し
た
Ａ
さ
ん
の
場

合
は
岩
手
県
か
ら
姪
夫
婦
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
、
無
事
に
故
郷
の
お
墓
に
納
骨

さ
れ
た
。 

 

ミ
サ
後
、
信
徒
ホ
ー
ル
で
、
熱
々
の

う
ど
ん
、
そ
ば
と
、
朋
友
の
入
居
者
が

朝
早
く
作
っ
て
く
れ
た
稲
荷
ず
し
で
偲

ぶ
会
と
な
っ
た
。 

 

長
引
く
不
況
で
、
路
上
生
活
を
始
め

る
人
が
仙
台
で
も
増
え
て
い
る
。
萌
友

で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
仙
台

協
議
会
（
正
平
協
）
と
協
力
し
な
が
ら
、

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

連
絡
先
／
０
２
２
‐
７
１
９
‐
９
１
１
７ 

（
渡
辺 

清
） 



 
（７） 

新
刊
案
内

「
心
だ
け
は
永
遠
」 

ヘ
ル
マ
ン
・
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
の
言
葉 

編
著
者 

土
居
健
郎 

森
田
明
／
発
行 

ド

ン
・
ボ
ス
コ
社
／
定
価 

６
６
０
円
＋
税 

ヘ
ル
マ
ン
・
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
と
し
て
１
９
２
３
年

に
来
日
し
、
哲
学
と
ド
イ
ツ
語
の
上
智

大
学
教
授
と
し
て
学
生
を
教
え
る
傍

ら
、
日
本
文
化
へ
の
造
詣
が
深
く
、
歌

舞
伎
や
狂
言
の
作
品
を
発
表
し
た
り
、

多
く
の
人
々
を
神
の
道
に
導
い
た
偉
大

な
、
し
か
し
、
大
変
や
さ
し
い
司
祭
と

し
て
慕
わ
れ
ま
し
た
。 

１
９
７
７
年
、
急
性
心
不
全
の
た
め

帰
天
し
た
同
司
祭
を
し
の
び
、
本
書
の

編
著
者
た
ち
が
、
昨
年
、「
カ
ト
リ
ッ
ク

生
活
」
誌
に
「
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
の

言
葉
」
を
３
回
連
載
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
読
者
か
ら
も
っ
と
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス

神
父
を
知
り
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
本
書
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

人
間
に
つ
い
て
、
信
仰
に
つ
い
て
、

文
化
に
つ
い
て
、
心
に
つ
い
て
、
人
生

に
つ
い
て
、
神
さ
ま
の
こ
と
な
ど
の
同

神
父
の
短
い
が
心
に
響
く
真
摯
な
言
葉

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
、
あ
ら
た
め

て
読
み
直
す
と
、
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父

を
知
っ
て
い
る
人
も
、
本
書
に
よ
っ
て

初
め
て
知
っ
た
人
も
、
魅
力
的
な
彼
の

人
柄
に
ひ
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

本
書
の
最
後
に
は
、
愛
弟
子
で
あ
る

土
居
健
郎
氏
が
書
か
れ
た
「
ホ
イ
ヴ
ェ

ル
ス
神
父
と
日
本
」
と
森
田
明
氏
の
「
ホ

イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
の
横
顔
」
が
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父

を
ま
だ
知
ら
な
い
人
は
こ
ち
ら
か
ら
読

み
始
め
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

活 

動 

紹 

介 
元
寺
ボ
ラ
ン
タ
ー
ル
の
会 

元
寺
小
路
教
会 

「
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」
、
「
手
を

貸
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
人

が
い
る
一
方
で
、
「
何
か
手
助
け
し

た
い
」
、
「
何
か
聞
い
て
あ
げ
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
に
応
え
る
窓
口
が
あ
っ
た

ら
と
の
願
い
を
も
っ
た
人
々
が
、
１

９
９
５
年
７
月
１
日
に
当
時
の
モ
デ

ラ
ト
ー
ル
首
藤
神
父
の
指
導
の
も
と

「
私
た
ち
が
身
近
に
出
来
る
こ
と
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
『
元
寺
ボ
ラ
ン
タ

ー
ル
の
会
』
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

最
初
の
世
話
人
代
表
は
佐
藤
朝

子
さ
ん
で
し
た
。
現
在
は
松
岡
敏
子

さ
ん
で
す
。 

 

会
員
は
現
在
28
名
で
す
。
例
会
は

毎
月
初
金
の
ミ
サ
後
に
信
徒
ホ
ー

ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

発
足
か
ら
14
年
が
経
ち
、
会
員
も

高
齢
者
が
多
く
な
り
、
会
の
行
動
は

「
ム
リ
シ
ナ
イ
、
が
ん
ば
ら
ナ
イ
、

ハ
リ
キ
ラ
ナ
イ
、
で
も
ア
キ
ラ
メ
ナ

イ
」
と
楽
天
的
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。 

 

会
の
活
動
内
容
も
い
ろ
い
ろ
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
行
っ
て

い
る
の
は
、
教
会
に
来
ら
れ
な
い
人

へ
の
お
便
り
と
印
刷
物
の
送
付
、
病

人
や
お
年
寄
り
の
方
々
へ
の
訪
問
、

ま
た
東
北
白
鳥
会
（
東
北
６
県
低
肺

者
団
体
）
の
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

る
定
期
総
会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
の
準
備
、
受
付
、
案
内
な

ど
の
お
手
伝
い
で
す
。 

 

毎
月
一
回
定
期
的
に
訪
問
し
て

い
る
暁
星
園
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
で
は
、
傾
聴
奉
仕
や
、
五
目
並

べ
等
の
相
手
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
皆
で
作
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
暁
星
園
と
他
の
施

設
に
届
け
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
病
院
で
患
者
さ
ん
が
利
用

す
る
布
（
木
綿
の
シ
ー
ツ
、
浴
衣
な

ど
の
洗
濯
を
し
た
柔
ら
か
い
古
布
）

の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 
 

ま
た
教
会
バ
ザ
ー
に
は
、
本
職
の

そ
ば
屋
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
た
う
ど

ん
の
出
店
を
し
、
み
ん
な
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
手
作
り
品
の
販
売
も

好
評
で
す
。 

 

私
た
ち
の
会
は
小
さ
く
非
力
で

す
が
、
今
年
の
四
旬
節
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
『
こ
の
最
も
小
さ
い
者
の
一
人
に

し
た
こ
と
は
、
私
に
し
て
く
れ
た
こ

と
』（
マ
タ
イ
25
・
40
）
の
み
こ
と
ば

を
忘
れ
な
い
者
の
集
ま
り
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

【
写
真
】
バ
ザ
ー
で
販
売
す
る
手
作
り
品

を
作
る
会
員 

 
 
 

（
千
葉
レ
イ
子
） 

 

レ

ザ

ー

ク

ラ

フ

ト

教

室 

い
わ
き
教
会 

昨
年
１
月
、
子
年
な
の
で
ネ
ズ
ミ

の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
か
ら
始
ま
っ
た

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
【
写
真
】
。 

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
歴
35
年
で
中
央 

で
も
ご
活
躍
の
鈴
木
一
子
（
か
ず
こ
） 

先
生
に
、
信
徒
間
の
親
睦
の
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
生
徒
は
ま
っ
た
く
の
初

心
者
ば
か
り
。
鈴
木
先
生
に
手
取
り

足
取
り
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
続
い
て
い
ま
す
。 

ト
ン
ボ
の
ブ
ロ
ー
チ
、
カ
ー
ド
ケ

ー
ス
、
財
布
、
そ
し
て
今
は
バ
ッ
グ

に
挑
戦
！ 

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
今

ま
で
の
作
品
を
展
示
し
て
皆
様
に

成
果
を
見
て
頂
く
予
定
で
す
。 

 
 
 

（
菅
野
晶
子
） 

★ 

仙
台
ロ
ゴ
ス
講
座 

日
時
／
11
月
７
日
㊏ 

 

14
時
～
15
時
30
分 

会
場
／
北
仙
台
教
会 

信
徒
館 

講
師
／
ア
ン
ト
ニ
オ
Ｒ
．ｐ
ｕ
ｊ
ｏ 

ｐ 

演
題
／
筆
と
剣 

★ 

公
開
公
演
会 

「
大
石
邦
子
さ
ん
講
演
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
時
／
11
月
14
日
㊏ 

 
 
 
 
 
 
 

14
時
～
16
時 

会
場
／
元
寺
小
路
教
会 

演
題
／
生
き
る
こ
と
・
愛
す
る
こ
と 

 

―
車
椅
子
か
ら
語
る
熱
い
思
い
― 

主
催
／
「
大
石
邦
子
さ
ん
講
演
会
」 

実
行
委
員
会 

★ 

青
年
の
集
い 

テ
ー
マ
／
待
降
節
を
迎
え
て 

～
み
こ
と
ば
を
深
く
味
わ
う
～ 

日
時
／
12
月
５
日
㊏
15
時
半
～ 

 
 
 
 

６
日
㊐
17
時
～ 

対
象
／
青
年
男
女 

講
話
／
平
賀
司
教 

場
所
／
ド
ミ
ニ
コ
の
家
（
仙
台
市

青
葉
区
芋
沢
青
野
木
２
５
７
‐
１
） 

申
込
／
聖
ド
ミ
ニ
コ
修
道
院
Sr.
米
満 

Fax
／
Tel
０
２
２
‐
３
９
４
‐
４
２
２
５ 

Ｅ
メ
ー
ル 

  ed.yunoki@hotmail.co.jp 

締
め
切
り
／
11
月
25
日
㊍ 

参
加
費
／
２
千
円 



 
（８）

 今回は、仙台教区で宣教司牧に携わって頂いている司祭の

生活面が、なにで支えられているかにスポットを当てて報告

いたします。 
司祭はそれぞれが所属する団体（教区、外国宣教会、修道

会）によって、司祭給として受け取る金額や支給内容が異な

っています。外国宣教会、修道会に所属している司祭はその

団体の規則に基づいて支給されています。 
 仙台教区司祭団に所属する司祭（当教区内の邦人司祭の大

半の方々）は、 
１．幼稚園園長等を兼務し、園長給与を受けている方々は

その収入による（但し、司祭団会計規則の給与基準を超え

た部分は寄付金として教区司祭団会計へ寄付することと

なっている・・・後述）。     
２．それ以外の司祭へは「司祭団会計」より司祭給が支払

われます。 
更に、現役を退かれた方々へは「高齢司祭厚生福祉基金」

より支給されております。 
以下、「教区司祭団会計」と「高齢司祭厚生福祉基金会計」の

決算について概況を報告いたします。 
 

○教区司祭団会計収支 2008.4．1 ～ 2009.3．31 
（単位 千円） 

収入の部 支出の部 

１．負担金収入   4４,109 １．活動研究費  2,458

   司祭給負担金 （ 36,643     黙想会 （ 705

２．寄付金収入   23,687 ２．運営費  48,244

   差額納入金 （ 19,460    ①人件費 （ 45,245

   寄付金 （ 4,226       司祭給 《 33,368

３．その他収入   879       職員給 《 7,493

４．財務収入   1,747    ②事務費 （ 2,998

        ３．他会計繰入支出  3,000

        ４．その他  1,008

        ５．財務支出   2,082

   合   計   70,422    合   計  56,792

 
Ⅰ．前年度対比 

収入の部～負担金収入が 2 百万円強減少（うち、司祭給負

担金 3 百万円減少）しました。 
寄付金収入でも 2 百万円減少し、収入合計は約 4 百万円の

減少となりました。 
支出の部～運営費で約 4 百万円弱減少（うち、司祭給与で

4 百万円強の減少）しました。 
結果、支出合計は 4 百万円弱の減少となりました。 
以上により 収支差 14 百万円(前年同額）が次年度繰越

金に加算されました。 
＊収支差は 14 百万円の黒字となりましたが、 
 イ、皆様方の教会からの司祭給負担金が微減少していること。 
 ロ、司祭数が減って日曜日の集会祭儀の回数が増えていること。 
 ハ、収支が黒字でも良くない。司祭数が増えて赤字で困る 

ので負担額を増やしてくださいとお願いするくらい

が喜ばしい会計である･･･の認識が少ない 等の問題

を抱えている点に注目ください。 
Ⅱ．「教区司祭団会計」とは 

仙台司教区に所属する、主に邦人司祭の活動および生活面

を維持する為の会計です。 
本来は、仙台司教区に配置されている全司祭の生活面を教

区が負担すべきはずですが、残念ながら現状では１３名の

司祭給を負担するのが限度です。外国宣教会・修道会司祭

への給与は所属する宣教会・修道会及びその小教区の信徒

に負担して頂いているのが現状です。 
「収入の部」＝１．最も大きいのは各小教区教会が負担し

ている「司祭給負担金」です。 
２．次に大きいのは「差額納入金」です。これは、幼稚園 

長として幼稚園から受け取っている給与が「教区司祭団」

の規定の給与額を超えた部分を「差額納入金」としてこの

会計に納入するものです。 
３．次に「寄付金」です。これは外部からの寄付金ではなく、 
司祭が受給した年金の一部です。 
司教および教区司祭が受給した年金は以下のようにそれ

ぞれの会計に寄付されることになっています。 
○司教および本部付司祭の年金⇒教区本部会計と高齢司祭厚

生福祉基金会計へ半々に 
○現役司祭が受給した年金⇒教区司祭団会計と高齢司祭厚生

福祉基金会計へ半々に 
○引退した司祭が受給した年金⇒高齢司祭厚生福祉基金会計

へ全額 
「支出の部」＝１．活動研究費は、司教・司祭が一堂に会し 

て、宣教司牧、情報等の交換を図る月一回の「月例会」や

「黙想会」等の開催費用です。 
２．運営費は大半が 司祭給与 ですが、4 名の職員給与と 

全体の法定福利費も含まれています。 
３．高齢司祭厚生福祉基金会計へ年３百万円の補助をおこな 

っています。 
○高齢司祭厚生福祉基金会計収支 2008.4．1～2009.3．31 

（単位 千円） 
収入の部 支出の部 

１．教区司祭 

拠出金 
 720 １．給付金  4,580

２．寄付金  8,899 
2．負担金(職員給

与分） 
 3,000

３．司祭団会計 

より
 3,000 

3．司祭の家 

経費他 
 2,998

４．その他  955        

  合   計  13,574    合   計  10,578

 
「高齢司祭厚生福祉基金会計」は高齢司祭の病気、災害等の

医療費、日常生活の扶助を図ることを目的とした会計であり

ます。 昭和 51 年に創設され、平成 10 年 3 月まで 特別献

金をお願いし基金をつくりました。その後の原資は 
①教区司祭団の司祭より一人毎月３千円が拠出されます。

（当年度は ７２万円） 
②教区司祭団会計より司祭給を受けている司祭で、年金受

給している司祭の年金受給額の半分が「受給年金拠出金」

として拠出されます。（４９６万円） 
③幼稚園園長等を兼任していた司祭が転任した際受け取

った「退職金」も全額拠出されます。（６０万円） 
 ④物故司祭の遺贈金や個人寄付金。（３３２万円）となって 

います。  ②～④は寄付金として計上されますが昨年

度比 2,500 万円程減少しました。 
給付金は今年度６名の引退司祭に支出されております。 
 

(会計補佐 小守林新策) 
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